














































対象は、S 大学短期大学部女子学生１・２年生 235 名である。このうち、内臓脂肪蓄積、身
体状況、生活習慣のすべての調査を実施しており、データに欠損がない者で、18～22 歳までの
115 名（18.5±0.8 歳）を対象とした。 
1.2．調査時期 
調査時期は平成 27 年４～６月である。 
1.3．調査項目 
1.3.1．内臓脂肪蓄積 
内臓脂肪蓄積は、鈴木ら 11）の方法を採用し超音波法（アロカ社製：超音波 B モード測定器
SSD-500）とした。仰臥位における剣状突起の下から臍までの腹壁中心線上の縦走査で、腹膜前
脂肪厚の最大厚（preperitoneal fat thickness：以下 PFT と記す）および腹壁皮下脂肪厚の最
小厚（subcutaneous fat thickness：以下 SFT と記す）を測定した。また、PFT を SFT で除し
て腹壁脂肪指数（abdominal wall fat index：以下 AFI と記す）を算出した。 
1.3.2．身体状況 
身長は、S 大学短期大学部で４月に実施した身体測定値を使用した。体重、BMI（Body mass 
index：体格指数）、体脂肪率は、体組成計（タニタ社製：体組成計インナースキャン V50BC-622）
を使用して測定した。腹囲は、肋骨下縁と前上腸骨棘の中間点の高さで計測した。BMI は、日




















統計解析は、個人が特定できないようにデータは ID 化した。PFT と身長、体重、BMI、体脂
肪率、腹囲、SFT、AFI の関係については、ピアソンの相関分析を行った。PFT と BMI について
は一元配置分散分析後、Tukey による多重比較検討を行った。PFT と体脂肪率、腹囲、AFI、運
動、栄養素等摂取量、食意識、睡眠については独立したサンプルのｔ検定を行った。統計処理








内臓脂肪蓄積の状況では、平均 PFT は 0.87±0.38 
cm、中央値 0.82cm であり、最小値 0.31cm、最大値 2.39 
cm であった。平均 SFT は 1.60±0.52cm、中央値 1.55cm、 
最小値 0.52cm、最大値 4.02cm であった。平均 AFI は 
0.60±0.31、中央値 0.55、最小値 0.16、最大値 1.78 
であった（表１）。 
内臓脂肪蓄積の分布は、0.6cm 以上 0.8cm 未満 25 名 
（21.7%）、0.8cm 以上 1.0cm 未満 25 名（21.7%）と多 
く分布していた。PFT が 0.8cm 以上は 62 名（54.0%）、 
1.0cm 以上は 37 名（20.9%）であった（表２）。 
2.2．身体状況および内臓脂肪との関連 
身体状況では、平均 BMI は 21.9±3.6 と標準であっ 
た。やせは 17 名（14.8%）、標準 79 名（68.7%）、肥 
満 19 名（16.5%）であった。平均体脂肪率は 28.1± 
6.4%と標準であった。やせは８名（7.0%）、標準 68 
名（59.1%）、肥満 39 名（33.9%）であった。BMI が 
標準であった者のなかには、体脂肪率で肥満と判定 
される者が 20 名（17.4%）あった。また、平均腹囲は、 

































BMI における PFT には有意差が認められた。Tukey 
による多重比較検討の結果、やせと肥満、標準と肥満 
の間に有意な差が認められ、肥満と判定された者はや 
せと標準よりも PFT が高値であった。体脂肪率で肥満 
と判定された者の PFT は 1.13±0.41cm、腹囲で肥満と 
判定された者は 1.72±0.41cm、AFI で肥満と判定され 






ルギー比率 12.5%、脂質エネルギー比率 31.2%、炭水化物エネルギー比率 56.3%であった。食意
識では、野菜を食べるように心がけている者は 102 名（88.7%）、ご飯や穀類をしっかりと食べ
ている者は 101 名（87.8%）であった。睡眠時間は、6.7±1.1 時間であった。 
 運動・身体活動習慣・アルバイトと PFT の関連は認められなかった。また、栄養素等摂取量













 内臓脂肪蓄積の状況は、PFT が 0.6cm 以上 0.8cm 未満、0.8cm 以上 1.0cm 未満に 43.5%が分布
しており、平均 PFT は 0.87±0.38cm であった。田所らは、PFT の 0.8cm 以上が内臓脂肪面積の
100cm2に相当するとし、高校生 115 名中 11 名（9.6％）は内臓脂肪型肥満であると判定してい
る 12）13）。また、杉山らは、PFT の 1.0cm 以上が内臓脂肪面積の 100cm2に相当するとし、女子学
生 51 名中７名（13.7％）が内臓脂肪型肥満であったとしている 14）。本研究では、平均 PFT は











 前述の通り、PFT の状況からは内臓脂肪蓄積の可能性が考えられたが、平均 AFI は 0.7 未満
であり標準であった。AFI は CT スキャンによる VSR（visceral fat to subcutaneous fat 
ratio）との間に高い正の相関を示す 11）と言われているが、杉山らは、AFI とインピーダンス
法による VSR をはじめとする各測定項目との間に有意の相関は見られず、青年期の AFI を評価
する際には注意が必要であるとしている 14）。本研究においては、PFT では 62 名（54.0%）が内
臓脂肪型肥満であると判定されたが、AFI では 30 名（26.1%）と半数の者しか抽出されなかっ

















杉山らは、PFT が内臓脂肪面積と有意な正の相関を得ており、若年女性において PFT は内臓




























 食意識では、ご飯などの穀類をしっかり食べる者は、食べない者よりも PFT が高値であった。
また、ご飯などの穀類をしっかり食べている者の穀類摂取量は 353±82ｇ、食べていないもの
は 283±116ｇであり、しっかり食べていると回答した者の穀類摂取量は高かった。このご飯は
白米のことを指しており、白米は高 GI（glycemic index）食品である。Murakami らは、18～20
歳の女子大学生を対象に GI、GL（glycemic load）と BMI の関連を検討し、GI・GL と BMI は有
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